
Title クセノフオンの諸著に現れたる経済思想
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1918

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.12, No.11 (1918. 11) ,p.1563(77)- 1587(101) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 雑録
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19181101-

0077

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


ノ‘*■，■: 4 ..

告廣，難 ‘f 界网辱爲部ぺ(な笾身邶附御莨
… ：__•、ぃノ_ J_  * ,

菊

，
辑

：

傷

，
•
害

.

保

V
O
.險
 

海

ハ

陸

；
旅

存§:
集

：
像

，
ま

，

®

地

陸

上

旅

行

馨

保

释

低
簾,
M
胁
簡
耨.
切
符
販
賣

铌

京

市

日

本

僑

爾

本

本

屋

町

五

番

地

(

三

弗

镟

行

橫

)

.

麵

F

 

' 

•

ゝ

\
 

.

趣 

0J. 
^
i
^
v
.

樣

S

參
猫I針

r i B

I
：

暴

_

類

火

炎

保It
、

海

道

保

險

？

運

輸

；
保

'
隊

卞

き

讓

隞

，

東

京

、
大

阪

、
京
^

^

潑

窖

#

紳

^

、
墓

顧

管

金

澤

、
京

铖

’

：|

I

1

.-

フ

ク

セ

'
ノ

V
フ

：
呀

：
ン

の

諸

著

に

,

ィ

現

れ

れ

る

經

濟

鹿

摩

：

■ 

• 
• 

.

.

. 
•

., 

.

:

ぐ
.

:
 

' 

:

:

中
_

;

橋

：_

1

鄭

,

.
,
.
' 

ノ 

.
1
.

,,. 

,
:
.
;
.
、

 

.

.
ン

:

.
.
.
■

-

X
e

n
6

p
!

i
o

n

 {

 

E

e

sl '
y)

.

は
凡
西
紀
前
四
西
四
十
_
年 

^

以
て
雅
典
な&

w
r

c
H

a

.

.邑
に
生
れ
、
九
十
餘
.年
の
生 

輯
お
遂
ち
て.

、
1
1
1

西
五
十
五
年
の
：頃
：

^

逝

け

&̂:
'
博
へ 

ら

る.

、
も

、* *
出

生

及

び

死

去

の

精

確

な

る

年

戍

は

共
 

^

定
.

か
な
& :

ヤ
0

'

败

の

父
Q '
-

'

t

l

u

sぃ« s
^

そ
ら
く
裕j

順 

な
る
地® '

の
人
た-c

v

し
な
る■
可
ぐ
、
x

e
§-
,

p

l

o& ,

亦
—

 

典
紳
士
の̂

般
敎
育
? :
:

突
け̂

レ

J- 

5

疑

な

き

が

如 

し
？
、彼
は
大®

S
o

c
r

a
t

e
s

 

■を
圆
み
て
集
れ
る
若
き
鮮
の 

.1

A

&

'-
b
I ,

力x
e

n
o

p
l

l
o

n

 

.

が
初
て»

師
を
見
々
ふ
ル
、 1

1
I

1

|
I

W

•あ
る
細
徑
*
令
き
。
s
~
6
<
f
f
a
t

85
:
<l
は
魄
が
風
姿̂

^
^
- 

秀
麗
な
，る
を
喜
び
、
戯
に
其
梂
を
楚
延
ぺ
て
彼
の
行
手 

'を
^
る
と
同
時
に.，
人
は
何
處
に
糧
、を
求
む
可
き
や
を
. 

彼
に
開
へ
ぅ0X

e
n
o
p
h
o
n

 

•が
之
：に
答
ふ
る
，や
、
彼
は 

更
说
人
は
何
處
は
：德
と
擧
ふ
：を
修
.办
.得
可
き
や
を
間
へ' 

& 

o 

. 

s
o
c
l
^
t
e
s

は
葡
年
の
答
に
踟
橱
ず
る
を
見
で
、
之 

.に
謂
び
て
日"く
：
然
ら
ぼ
：余
良
隨
ひ
て
敎
を
受
げ
ょ
と 

(Diogenes ILaeitius. 

i
i
e:
;
4
oo
.

)

o 

.
西
紀
前
四
百11

卡
四 

年

：D
d
i
u
r
r
r
^
^
w

a'
fg
Jf
t

A

-e
'
B
o
e
o
t
s 
人
と
の
#
 

に
臨
：め■

を
：

.
X
e
n
o
p
h
o
n

が
雅
典
軍
の
敗
走
に
祭
し̂
# 

, 

馬

せ

を

を

見

为

杳

Sociites. 

d
r
彼
^
其
胃
^

T

ひ
.. 

て
_

ス
ー
ダ
デ
ュI
ム
を
走
作b
:̂
云

ふ
'(

前

揭
0:
0*
叹
;;
:
.

「 

Laert.

並
に Strabo, lib'ix'c.

r:
。
二
 §

 

K 

x
s
o
p
h
o
n

 

破
暫
ぐ
捕
虜W

し)

て
‘ Bc

e
s
a

 

.人
句
職
に
在&

U
ど

承 

ふ
。
彼
^
:
?
3
8
3
1
!
5

0'
知

已

た

る

に

至

ぢ

し

餘

時

代

、
 

な
ぅ
し
な
る
可
べ
、
兩
漭
は
偕
に
詭
辯
學

*:
:
泛
。
&

&
 

の
讁
邈
に
列
せ
り
ど
傅
へ
ら
る
。
又
一
說
に
彼
は

”
？

.

學

ニ

卷

a

五
六
a

雜
錄
ダ
セ
ノ
フ
介
ソ
吵
能
营
视
れ
，れ

赢

濟

悬:̂十
一*
號

-

七
七

.

.

.

. 

••
 

•
 

■
 
■
 

•
 

■
••■•■
 
■■•
 
••■■■•■•
 
■■
--•■:■•
 
•
 
.
 

■
 

■-
•■
 

■•■
■'.
-

 

• 

• 

.
*

■•
. V 
. 

.... 
•■»
<
-
•
•

 

- 

• 

•■_
 

..



(
一

五
六
©

 

w 
■

錄

ク

セ

ノ

フ

ォ

ン

0

餓
著
に
現
れ
わ
る
經
濟
思
想
笫
十
5

%1 i,4i

P
1

O

H

i

の
學
徒
た&

し
と
云
ふ
も
固
.ょ
ら
信
ず
可
ら
ざ 

る

が

如

し(

K

s .
g

e

r

, D
e

 

X
e

n
o

p
h

.

 

V
i

t
i

 

Q
i

s
t

t

 

I
v i
-
r H

i
o

t
i

u
s

,

t dM
o

t
l

l
*.
0
0
 

I

x

o

.

p
e
!
o
p

.§n
e
s
u
s

戰
#
結
局
後
、

幾
許
な
&

ず
し
て 

X
e
n
o
p
l
i
o
n

は

p
r
o
x
i
n
u
s

の
卿
誘
に
由
b
て
小K

u
r
o
s

 

(

.oyrus)

が
陽
に
.Pisidia

人
に
對
す
る
の
態
を
裝へ
る 

其
同
胞A

r
t
a
x
e
r
x
A

^

3

3§

王
に
對
す
る
遠
征
隊
に 

加
は
る
こ
と
、
藤
れ
令
。
蓋Pr

o
x
i
n
u
s

が

S
a
r
d
i
s

の 

陣
@
ょ
“
彼
に
書
を
寄
せ
て
、
彼
に
し
て
苦
し
此
也
に 

到
ら
ば
、
彼
をK

U
3
S

R
紹
介
す
可
き
の
約
諾
を
與
へ 

た
る
に
因
る
な
り
。xe

n

'op
h
o
n

 

.は
此
書
を
被
見
す
る 

ビ
共
に
之
办
旅
程
に
上
る
の
可
否
を

S
o
c
r
a
t
e
s

に

 ̂

る
。Socrates 
は
、Kliros;

が Laconia 
人
の
味
^
一』

し 

で

靈

.®
敵

な
-!
)
ビ
看
#
さ
れ
介
る
が
爲
に
卜.

x
e
n
o
p
-

 

ば
§

に
し
て
艰
ね
隨
從
せ
ん
か
、
彼
を
以
て
其
國
家
に 

背
く
潘
ビ
し
て
求
刑
す
る
の
极
據
を
形
成
す
る
こS
あ 

る
可
き
'^
^
れ
.ID

e
l
p
h
i

の
^

^

を

仰

ぐ

，
可

&

&.
慫

慂

t

せ
ち
。
於

是Xe
n
o
p
h
o
n

は

D
e
l
p
h
i

に
赴
き
、
ョ13
C
も 

光
榮
に
且
つ
多
幸
に
其
熟
圖
せ
る
旅
裎
を
經
て

> 
而
し 

て
首
：尾.好
く
之
を
成
就
し
て
後

C

恙

な

く

歸

國

す

，る

を 

得

る

ヵ

爲

.

に
は
彭
れ
.の
刺
■冷
に
贊
?:
供

：-
へ

セ

祈

願

す

可 

一

き

や

をA
P
O
I
O

の
託
宜
に
俟
つ
。

A
p
o
l
l
o

彼
に
答
へ 

-
て
日
ぐ
、
彼
に
取
り
て
，犠
牲
を
献
ぐ
る
の
趣
當
な

A
神 

々
に
對
し
て
之
を
爲
す
可
し
ビ
o x

e
n
o
p
h
o

a':

歸
ヶ
，て 

刺
託
を
其
師̂

吿
.ぐ
でSocrates:

之
を
聽
，き"て
、
皮
が 

先

、つ

第一

R

神
に
.向
ひ
て
往
ぐ
可
き
や
停
る
可

&

や
.を 

間
^.
す
、
却
つ
て
旣
に
赴
ぐ
可
き
を
自
ら
紙
す
る

.̂
の 

.あ
を
が
故
に
、
單
に
其
最
良
の
方
法
を
求
咚
笟
る
こ
ミ 

を
*.
む
。
r
も
彼
日
ぐ
，
然
れ.ざ
も
斯
く
の
如

(

ぐ
^'
宜 

を
仰
ぎ
た
る
以
上’は
、
神
の
示
す
所
を
行
は
ざ
る
可
& 

ずW

 

o
於

是X
e
n
o
p
h
o
n

は 

>
で
0
1
10;
0

命

じ*:
る

啡

ヶ 

に
贄
を
捧
げ
て
出
飢
し
、

S
a
r
d
i
s

R
於
て
將
に
堪?r
進 

-

め
んW

し
つ
'、あ

..on
し

P
r
o
x
e
n
u
s

及

びK
U
3
S

を
見 

-

る
o
, 

K
I
U
3
S

は
其
の
遠
征
の
目
的
t
秘
し
、
.之
が
終
棒

I 1 :
I;
| 1

I
mII
_画がべ1

、と
共
に
度
に
|»
國
せ
し
^

&
る
可
き
を
你
し
’てP

3
X
?

 

I
,
.と
共
に
彼
に
從
渾
を
慫
慂
す
。’.

X
e
n
o
p
h
o
n

は
固 

-:!■
办
之
を
容
れ
て
遠
：征
箪
に
加
り
た
る
も
、
而
も
彼
が

箪
中
；

E

於
妙
る
地
位
は
將
官
、
士
官
乃
至
兵
士
め

f f
c

れ 

の
性
質
を̂

具
有
せ̂

ぅ
き
。O

i
l

i
c

i
a

に
達
ず
る
に
及 

び
猶
征
の
自
的
は
何
人
に
も
明
瞭
ヒ
爲
る
に
至
り
し
が
一 

而
も
彼
等
の
大
部
分
は
相2 '
に
其
怯
儒
を
嗤
笑
せ
ら
る
一 

、
.

を
忌
み
た
る
と
、

K
u

r
o

s

に
對
し
て
忘
恩
の
證
を
受 

ぐ
§

を
憚
夂
/ 2

を
が
爲
は
、
心
な
ら
す
も
之
^
從

ひ

行

|

 

け
-?
)

。
：而
し
，てX

e
n

o
p

h
o

n

も

亦

其
f

A

な
办
き(

: >
n

-

n

.

 I
I
I
.

 

i

•

今
1

. 0

.

)

。
 

™ 

:

K
u

r
o

s

が
西
紀
前
四1 5
|

0

1
年

0
1
8自

の

戰
'

に
斃
.

れ
、
而
;̂
て
希
臘
の
將
官
等
が.

T
i
s
s
a
p
h
e
n

の

不

信

にI 

縛
せ
&
る
；.る
U
及
び
、
希
臘
取
ば
其
餘
揮
者
を 

失
-ふ
に
■至
.れ
ら
。
彼

はArtaxerxes

主
の
傅
令
と
し
て

驗
.

て
1

官
等
の̂
^

»

_

に
由̂
^

、
_ 

等
し
く
：
 

T
i
s
s
a
p
l
i
e
r
i
i
e
s

 

の
龍
計
に
挪
へ‘

れ
た
‘

る
：■P

3
X

S
U

S

に̂

り
で
其，
^

 

嫌
官
に
擧
げ
ら
れ
、
幾
許
在
ら
ず
し
て
全
軍
總
師
の
..能 

カ
を
認̂

ら
る〜

に
至
ー
れ$

。(

^

1

1

^

.
 

L

 

v
i
i
i
.

 

2
7
、

I
I
.

 

<

.

3

2

vt t
.

r .
A

 

I

«

i

.
 

1

5

^

7

)

。
彼
が
大
な
る
能
方
と 

成
功̂

を
以
て
嚴
冬
の
水*

を
胃
し
て>

目
^

^

の
1 :. 

.

原

と

兇

猛

な

る

山

間

；
の

蠻

夷

と

©

間

を

通

じ〖

千
五
百 

.

哩
に
/旦
れ
る
退
革
に
際
し

一

萬
の
軍
隊
を
措
揮
し
た
る 

细
■

ぼ
#

細

く
''A

n
a

b
a

s
i

s

 

.

.中

に

記

述

甘

ら

'れ

た

-CVO. 

希

臘

軍

は

，五

ヶ

.

月

忆

し

て

小
3 5

細

：
與

な

る

其

植

民

地

T
r
a
p
e
z
s

 (
T
r
e
b
^
o
n
d
)
：

に
達
し
た
る
：後、
' 

1
ー
一
百
九
十
九

.
 

'... 

■

年 

Byzantium 

の
對
岸
な
る.

ohlysopoiis I

»'utiri}

.に
»
か
れ
、.而
じ
て
其
ニ
部
は.

T
H
m
c
e

壬

Seuthes

の 

.爲
は
服
務
せ
し
が

、
彼
等
は
彼
の
爲
に®

•

せ
る

听

'
の

も
の
を
遂
行
せ
る
後
、
辛
じ
て
王
が
彼
等
に
約
し
た
る 

希
臘
軍
の
武
お
を
ぎ
き

r

王
の
軍
^
!
に
條
る
可
き
を
命
報
酬
の
一
部
を
受
ぐ
る
こ
ビ
を
得
た

.CN。

而

も

馨

ぼ 

じ
た
る
希
臘
人‘p

h
a

i
f

に
囘
答
す
る
の
任
に
當
气
王
と
の
協
定
，を
終
る
や
、
直
に

‘s
p
a
l
^
t
a

 

K

ょ

冬

招

，傲
十H

卷

(

1

3
V

.3
L

'

維
：
-
-錄

.

ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
餓
著
に
现
れ
れ
る
經
濟
思
想
第
十J

锁

七

九



第
十】

務
.

(
I

手
パ
六)

雜

錄

ク

セ

人

フ

-オ
ソ0.
紙
*

に
？
a

れ
ね
論
濟
思
想m
十
一
多

K

« ^
&

^ .

、̂
0 l

T

i

s

s

a

p

h

e

n

^

s

R '
«

B

i

t

^

n

i

a
 の

*

守 

p
-

n
a

m

p-'
b
a
i
z

s ,'

 

と
戦
a

つ
、‘

.0
,
’し
丨

 

T
l
i
i

c r.
i
-
o
n

 

の
.
軍

に 

連
結
し
ヽ
西
紀
前
三
百
九
十
九
年

' x
s

o
p

h
'

o
n

は
生
錢 

せ
る「

.一

蹲」

の"

殆
^

.

全
部
を
其
の
稭
撖
の
下
^

»

ね
た 

り
。
而
も
巳̂

彼
の
資
源
は
空
賜
せ
‘
.る
•

を

以

て

>
.
丨 

a
t
e
s

 

S

稲
す
る.

波
斯
A -

の
' ®

宅
を
製
擊
し
、
彼
及
び
其 

妻
子
を
補
獲
し
，、
其
馬
四
'

並
に
財
產
の.

全
.

部
‘

を
略
取
.せ 

众

{
A

n
a

l
^

v
I

L

 

i
.

 

5

V
 

i

r
 

I
v pv

i
i「

5
5

r

? •
>

ぐ
^

v

i? : 

2

か2
2

^',

斯
石
間
f

e
;:
:

s

o .c
r

a
t

i
s

は

其

死

に

‘就

け

る

な

h

v

v

'

,

;

ベ
.>

.

一
り
：
.

：.
.

；'

.

ノ

「

I

 

V
.

X

昼

p
h

f

 

:
.は

雄

鮮.

亜

ょ--
'
!
)
:
,歸

る.

や

直，
^

公
然
故
國
ぃ 

に
、
入

^

ん

と

，
レ

0

 A

あ

b
.
し

が

：
_

會
■:
:
>
雅

典

に

於

て

被
 

扣

對

す

る

追

放
'0
:
:決
«

通

過

.せ.'
!

)

,芎
‘の
報
に
：接
せ
り
0 

藎

彼

於

宏 o
p
o
r
^
u
s
l

®

¥

K

^
.

t>
s
p
a
r
t
a 
人
の
‘味 

方
た
力
し
P

3

.

W

に

援

肋

を

與

へ

，た
',ぅ

と

の

理

由

に

基 

ぐ

各

の

な

り-。.
-

(Anab; 

57.; 

pausailias,V.:',

” 

s

o

. ^
:
L
a
;o .

^ :
.

i

r

5

o

,。
是

が

爲

に

鮮

は

.
T
i
i
i
b
r

o :i
l

、

八
0

及
び
其.

後

繼

者D
e

r
c

y
m

d

^ 'i

と
典
に
35
細
35
に
©
か
1!
> 

r

t

て
お
.
？

v

ら
ぐ
は 

^
J
p
d
o
t

,
 

の
指
揮
官VJ

し
て
活
敝 

せ
る
な
る
可
し^

想
，觉
せ
ら
る

(
K

c :h
n

e
r

,

. P
r

o
l

e

叫
03;
e

- 

n
a

 

i
n

'
A

n
a

b
.

 

p
.
,

 

v
;

 

K
T

^
g

e
r

,

o .
§
s

t

t

.
 

p
.

to
.

I)

。

.風 

紀
前
三
西
九
十
六
年
彼
は

S
p

a
r

t
a

王
A

g

e

s

Hp '
s

ビ
典 

に
其
波
繃
に
對
す
る
.

出
征
に
際
し
て
亜
細
3 5

に
花
&
、，
 

W

し
：
V

 

A
g

e
s

i
l

a

g :.

が

雅

典c

o 'r
f
n
t
h

 

及
.び 

B
B i
a

t

f

a 

の 

排
.s

u
r

s
.

.

同
繼
に
對
し
其
邦
齡
を
防
證
す
る
が
爲
に 

»

す
に
及.

び
：
S
 

:
-彼
欣
$

ぬ
.

隨
_

て
三
西
九
十
四
年 

I

I

,

の
役̂

其
飲
風
と
之
沢
同
*
國
と
を

. 

擊
被
せ
がc

>
n

a
b

;
,

v
k

.
.

 

6
.
)

 

0
此
聊
役
の
後
、

s
t

>
l

 

人
は
あ
も
ら
く
 

-

>

宽

M
u

s

パ
の
激
見
に
曲
れ5 -

な
I

雙
 

し
、.:
o

I

y

€

a
 附
_

苓
其̂
;

%

5

^

1

1

1

1

5
な
る
，S

D5
* 

の
町̂

«

宅
と
知
行
と̂:X

e
n

o
p

h
o

n

に

與

へ

た

レ-°
‘ 

彼
は
此
處
に» :

後
* 'p

k
e

s
?

a
.

及
び 

n

§

e )
.

®:
:
ti 

K

&

P

て

■
ぜ
ミ
ぽ,

に
‘

於
て
.敎
育
ザ
ら
れ
つ
V

あ
レ
し
，
 

* •1
1

子
-

0

l

y

l

2
CJ
'

s

;l -
'

柊
& :
0 5
a

o

3

s

&:
麥
び
迎
へ 

f

e

t
o:
.

J
. 

. 

. 

: 

: 

. 

, 

- 

‘ 

< 

* 

< 

.

、ン

— 

D
t yc

、、T=C 
ゴ
 

J7 
.
 
I
 

.

彼
ば
叉
此
處
设
；>

|

1

|

,

‘に
隨
.

ひ
て
：萠
細
驵
ょ>

 

S

K

ふ
。
其
後

七

年

長

子

G
i

y
i

w

は
f

 t
i

n
e

f

 
0

 

B
o

e
p

t
i

a

に
赴
ぐ
の
時
、

E
p

h
e

s
y

s

に蔷
續せ
る分
捕役
に於
て敵

®

E
p

a
l

o
l

s

を
斃
し.

た
る
後、
®

被 

&
を
以
て.

5

&

§

女
刺
の.
.殿
堂
.

を
建
造
せ'

 

彼雄せ

^

。

.

. 

X
e

n
o

p
h

o
n

:

は
恰
：ち
神.

に
犠
牲
を
#
げ
ん
と
し 

A
n

a
b

l
.

中
に
於
て
其
の
居
住
地
の
光
景
を
記
：せ

り

つ

，

>

.

あ
る
の'

時
.

、.

其
壬
職‘
死
：
0 .

報
を
受
，け
た\

7)
3
じ

{
A

r
a

b
.

.
v

。
i
l
L

 

7

ム 3

 

; 

B

s '
-
巩 

L

a

s

_
 

L

 

d
;

 

F 

K2
”

P
M

s
r

d
v

 

A
g

e
s

H
a

&
.

 

2
0

)、

彼
は
西
紀
前
三
百
七
十

| 

银
 

L
e

t
k

t
r

a：

0

戰
R -

於
け
る
.S

p
a
r
t
a
、

敗
北
後 

Eleia 

人

炉

s
c

y
l

l
s

0.
'
:所
有
‘

を
囘
復f

る
，に
至
る
迄/
-;
一
一
 
十 

年

以

上此
地
•
の
居
住
を
續
け
た
る
.

が
如
し
。
彼
が
著
書 

© ,

大

部

分

ばに
於
け
る
幽
居
中
^
成
な
し
も
の
な 

h
?

.
x

e
n

o
p

i
l

o
n
:

は
其
子
ビ
典
に
先
づ

i
.
e
p
r
e
u
m

蝽
遁 

株
、
，•

次

で

C
o

H
n

t
h

 

:

に
赴
き
、
：此
處
に
：其
餘
生
を
終
る 

w

^ '
s

居
を
定
め
た
ヶ
 v

(
K

T
S

g
e

r
,

 

Q
u

s

- ?p
,

 

2
6

; 

B
i

f

 

L
a
e
r
t
.

 

H
.

 

5

3

.

)

：0

西
紀
前
三
西
六
十
九
年
»
典
人 

が
：
H

H

人

の
爲
に
其
節
地
を
侵
略
せ
ら
れ
.ク 

>
ぁ 

p
tys

p
a
l

を
拨
助
せ
ん
と
す
る
に
及
び
、

X
e
n
o
p
h
o
n

 

は
‘其
'ニ

子

を

派

し

て£

p

p

&

の

爲

に

戰

は

し

め

，
と

.

^

■

.

部

十

ご

卷

(

一
玉
六
七

)

雜
攀
.
クセメフォシ

v

ff
i

に
其
頭
ょ
6
花
倒
を
脱
し
た
：る
が
、
彼
が
死
の

16 

•

々
し
か
ぅ
し
を
聞
く
に
及
び

V

苒
び
.

之
を
被
れJ

e i

謂 

一
ふ
”

或
«

又
彼
が.
.
_
4
-湔
.

の
淚̂

'

も
流
ず‘
^

|

單

に

：彼

は

其

：子

を

死

す

可

ぐ

生

：
怂

名

こ
..

と

を

知
^

§
言 

へ
ぅ
と
傅
ぶ
 

>(

D

B *
g
. 

L
a

e
r

£
i
、

5
3

>
。

x
e

n
o

p
i

l
m

 

M
 

放
の
命
令
は
之
が
：發
案
者
だ
b

L

E

u

b

u

l

u

s
c7
)

®

§i
l

^

 

由
々
て
撤
囘.

甘
ら
：れ̂

&

芯
#

:
へ

i>
i

、

其
年
弓 

は
明
な
ら
ず.(

或
は
！1

ふ
;-
>

凡
西
紀
前
三
莨
六
十
*
年 

と
、K

r

萆
V

Q

i

s

 

?

:省
^

而
も
彼
は
苒
が
故®

 

の
土
を
踏
む
こi

s

か̂

n

じ
が
如
し
。

x
e

n
o

p
h

o
n
/匕

 

P
l

a
t

o
n

匕
の
，問
に
歡
甚
な
る
桔
抗
旗 

執
存
し
左3

と
の
意
見
は
古
代
に
在
り
て
幾
分
識
潴
の 

間
:̂

勢
カ
有
办
し
所
な
も

(

0

1
0^

L
a

e
l

t
'

 

i

* *
§

B ;
*
,

f t

著
に
乱
れ5

經
濟
思_

第
十
1

號 

八
一



,

m

十
ニ
怨
"
.
'

(

二
a t

六
八)

‘

離

線
‘

.

ク
セ
入
ブ
太
ン
以
錄
普
に
视
れ
办
る
經
濟
思
^

婼
十
ム
號

 

八
ニ

3
4
.
;
.

 

A
d

u
s

. oe
m
u
s

 

x
l
v
.

 

3
; 

A
t
i
i
e
n

ぉu
s

 

l
i
b
.

 

x
i
.

 

V

る
や
を
推
考
し
萬
物
の
本
體
を
論
爭
す
る
こ
ビ
な
く
、 

5
6
4
.
;

 

M
a
r
c
e
l
f

 

V
F

T
6

u
c

y
d

)
o

道
般
の
臆
测
にf

却

て

斯

ぐ

，
の

如

き

默

想

の

»

象
を
選
べ
る
遨
の
憑
^
を 

.る
生
允
る
論
瞪
は
孰
れ
％
他
を_

說
す
可
き
充
汾
な
る’ 

'則
明
す
る
に
努
め
た
多
と
稱
し
た
る
の
事
實

(
M

e
m

r
L

 

^

^

を
有
し
^

る
^ ^

拘
ム
ず
、
？̂
0

チ̂

其
著
0

那
れ 

i. 

1
1)玫

存
す
石 
7

p

0- *
t

#

n

^

^

 

A
u
l
u
s
:

 G
e
l
i
i
u
s

 

紀
於
て
も
.
麥

4

>

!

1

0

1

1

^

#

げ
^

、
而
し
て
^

3

0

1|

は
是
等
の
論
瞭' «
響

の

間

に
.確
埶
あ
&

む
0 .
事
算
を 

亦
其
.著
；に
於
て
パ
？1

3
±

§
?:

說
冷
.乙̂

念
か
り
し
0

み

^

證
す
る
に
足
色
ず
ぐ
思«

し
、
這
般
0
.
風

聞

.は

彼

等
 

な
l

:?
^
e
n
0
p
1
1
o
n 

.

は
，
：

i
^
a
t
o
n
:

^ >「
共
和
國」

の
最
が
學
徒
の
間
：に
起
办
た
る
雨
者
中
の
孰
れ
が
、
よ

6

賢 

I

初
®

1

_

を
_

«

し
、
之
に
'
反
對
し
て
o -
y
r
o
p
a
s
ou
.

i

aの

\

肋
に
し
.て
、
よ
ぅ
偉
大
な
る®

學
者
な
り
や
と
賴
へ
る 

稿
^

起
^

、
：
而
し̂

i
o

n

ば

X
e

n
o

p
h

o
n

の
行
爲
R

が
如
§

自
後
0

論
爭
.よ
&

發
生
^ -

る
も
の
な
る
可
く
、
；
 

困
憝
し
，
機
に
|

1

^

:て
；€
7

备
¥

說
き
：て
彼
は
勇
猛
敢
是
に
由
办
て
彼
等
兩
哲
學
潜
其
人
の
間
に
猜
忌
吸
び
惡 

爲
の
.人
な
る
も
、
.而
も
其
訓
縷
ぜ：^

:

に
於
て
宜
し
き|

感
存
じ
*

&

と
信
#

^

.る
^

^

至
れ
办
.
ミ

推

定

す

名

.
に 

?:
.
得
ざ
&

し
も
の
な
ざ
|
^
陳
：べ.
、
而

.1

.

て
'

X
e

n
o

p
h

o
n

傾
け
り(

A
.

 

G
d

L

 

x
i
y
.

 

3
)
。

3

れ
どM

e
n

a
g

e

は
南
嘴 

■は
*

M
e
m
o
r
a
b
i
l
i
a

 

:

R
於
^

物

理

、
的
^
 ̂

| 

'
間
の
•
嫉
妬
を
®

めr
G

e
H

i
u

s

の
党
を
以
て
正
し
か
^
少 

向
あ
.
夕

し‘P
l
a
t
o
n
;

に
對
し
て
本
信
を
與
，ふ
る
：が
爲
忙
、
f

做
し
、P

k
t

c
n

の
評
鄹
者H

e
u

s
d

e

及

びA
r

t

亦
同
，
 

s

-oc
r
a
t
e
s

 

か
.全
然
他
の
*

多
數
■の
®
學
f f
R

見
る
が
鄭 

J

 

の
意
見
を
有
せ̂c

v

 

(

A

'c
u
l s

o
g

v

 

L
a
e
r
t
,

. ii
i

 

3
4
4

. 

A

a
 

く
、
切
界
か
免
何
に
し
て
發
生
せるf

や

ハ

而

し

て

宇

宙
, aa

t
o
>
.

 P
r
o
t
a
g
.

 

§9
1

‘
？
.
.
.
>

d
 

P
l
a
t
o
.
:
,

 

R
e
p
u
b
L

 

i

 

i
n
i
t
l
i
o

 

聞
.の
事
象
ば
如
何
尊
る.必
至
0;

法
則
夂
由
'办
：て
生
.成

せ

果
^

て
兩
者
め
.間
.に
敵
意
荐
し
た>

$

せ

ば

、

其

_腺

因

I

.

M

,

朋
m

K

/ f

せ
^

'

か

、
，

古
^

間

，に

於

て

何

等

の

.
說

明 

4

付

度

，も

存

す

る

こ

と

な

き

な

り

。

■ 

y
 

:

:

.
§

1
.

:.
.

,

.

以
上
®

人
の
知
悉
し
？
？
る

彼

の

生

證

.時

代

の

蕭
 

-
R
:

覆
れ
な
が&

猶
彼
が
飽
迄
實
務
め
A

た
り
し
を
瞪
す
、
 

る
に
延
る
可
し
。
而
し
て
.

又
彼
.

の
著
作
に
し
：て
今
日
に 

傅

存

ず

る

も

の

に

就

き

て

見

る

に

、

其

範

®'
の

廣

失

な 

'

る

は

：
彼
.

が
迦
味
性.

の
實
際
生
活
の
多
方
面
^

接
_
せ
る 

を
示
す.

も
の
«

り
。

「

>

|

|

」

は
か
の
，
J

M

の
箪
隊
が 

f

g

へ
の
指*

：の
下
に
其
領
域
を
進
軍
し
て
ょ
り
、
彼

. 

.

が
死
後
に
龄
け
る
退
却
k

M

T

彼
等
の
遺
遇
し
た
る
困 

嘗
を
叙̂

し
た
名
も.

の

な

ぅ(

此
_

の
著
者
に
就
き
て 

異
說
あ.

令
、
蓋

，

X
e

n
o

p
h

o
n

が

其H
e

H
e

n
i

c
a

日
.
.L

 2

 

i

^

て
之
を.

以
.て 

S
i

r
a
c

u
s

a

 

''の
，T

h
e

n
l

i
s

t
o

/ qe
n
e
s

 

>
.プ# • 

せ
し
め.

た
'

る

に

始

る

。

而

も

あ

'そ

ら

く

は

彼

が

私

の

理
 

©

丨
' ^

き
^ :

本
«

又
.

は
.

其
|
.

部

を
.T

h
e

m
l

s
t

o
g

e
n^

の 

名

の

下

に

公
R

.

せ
^ -

も
0

' ?
:

る

可

し.

ビ

云

ふ

)
o「

H
d

l
e

-

n
i
c
a」

は

p
e

l
f

 i
m
e
s

u
s

:

戰

役

の

第

一

ー

十

|

年
な
る
，西
紀 

前
四
百
十
年‘
ょ

み

词

三

百

六

士

一

年
M

l
n

q
i

a

の
合 

戰
R

至
る
四
十
八
年
間
に
於
け
る
希
臘
戰
史
は
し
て
皆 

、
も

T
h

u
c

y
d

i
d

e
s

,

の

記

述

の

敷

ぐ

る

所

に

始

，
る

も

の

な 

;

ぅ
o「

G
7

r
o

p
8

d

l -..

即

ち

：
G

7
t f

の
-

制

度.

は

史

上

.馨

 

實

と1

致

ず

る1

，

も
、

寧

ろ

優

良

な

る

政

治

：

©

典3
^

 

を
示
す
が
爲
にo

y

s

s
 

.

A

の
敎
育
及
び
彼
が
支
配
者 

;

^

る
に
際
し
其
全
領
土
^

施
|

^

:

た
る
'

ー
般
の
紀«

及
. 

び
命
令
を
述
べ
た
る
^

の
：な

A々

「

. cn
o

c
r

a
t

e
s

のM
e
m
l

 

o
m

b
m

a
j

は

S
o

c
r

a
t

e
s

 

.

が
有
罪
の
宣
告
を
受
け
た
る
ユ

' 

個
の
嫌
疑
、
即■?
>

自
國
：
0

.

諸
*

を
排
拒
：せ
る
こ
ど
、

：

,

 

に
靑
年
を
腐
敗
せ
し
め
た
り
と
の
事
由
に
對
し
て

^

先
：
 

師
の
人
格
を
辯
議
せ
る
も
の
な
i

o「

Q

s

n

o

Bo '
u

s

l

農
業
、
農

圃

馨

覽

び

家

計

繼

の

忐

於

け

る

虫

«

の
任
務
並
紀
偾
値
^

關
す
る
敎
訓
を
記
載
せ
る
4

の 

な
"
^
。

「

c o
^

B

P

O

S' c
m

J

は

八

十

九Q

y

日
p

f
:s
.

の
第
四
年 

却
ち
®

' »

前
•

四

百

一

一

十

四

，年

雅

典

.
の
富

人

0
巴

d

の
‘

4

ニ
1

(

£

.

六
九)

.

,

錄
'

:

,
-ク
’

ノ
フ
ォ
ン
の
馨1
4
’视
れ
六
論
濟
思
亂
激
十
、

1

_

八



a

3 $

セ
o

)

雜

0

次
セ
ノ
ブ
オ
ソ0.
雜
着
に
現
れ
れ
ん
經̂
^

頌
第
十
1

號

#
3

?

に.

於
て
其
寵
倖
の
美
少
年
>

1

^

1

が
夠
B J

皮

の
勝
利
を
祝
す
る
が
爲
に
開
か
れ
た
る
宴
會
の
記
述
な

>
9 

0而
し
て
對
話
は

c
a
l
l
i
;

 A
u
t
o
l
y
c
s

敗

父L
y
c
o
n
'

C
a
l
l
k
s

の

友N
f
c
e
r
a
t
u
s
"
S
o
c
r
a
t
e
s、

其
友
人
に
し
て
學

徒
た
る 

A
n
t
i
s
t
h
e
n
e
s
、
C
a
l
l
i
a
s

 

の
®

H
e
r
m
o
g
e
n
e
s
，
C
r
i
t
o

 

一

0
s '
c

a *
o

b

u

i

u

s、G
l

a
n

c
o

n

0

乎
に
し
て 

c
r

M
a

s
0

從
齋
^
る
 

c
h

a
r

m
i

^
s

t f

間 P
h

i
H

p
p

u
s

 

及
び 

s
i
r

p:c
u

s
a

 

\

人

に

由

ゲ

て

行

，は

れ

、
.愛
情
及
び
友
情
を
以
て
論
題 

と

せ

，

cvo 

Athensens 

及

^

Laertis 

は
.

p

&'
&

 

|

及

び

X
e

n
o

p
h

o
n

の
爾
教
中
の「

方

ば

做

を

凌

駕

す

る

| 

の
.

目
的
を
以V

 

S
y

m
p

o
i

s
i

t
i

m

の
稿
I -

起
ぜ̂

v

と

静

せ| 

る

も(
A

t
h

e
n

3
e

u
s

;

 

H

b

.

a

,

,
 

5
0
4

 

;
D

i
o

g
*

 

I
k
e
r
t
*

 

i
i

 

• | 

5
7

,
)、

而
も
孰
れ
か
先
ぎ
に
之
ヒ
草
し
^

る

や

を

言

は\ 

ず
、
然

れ

ど

もPl
a

t
o

i
r

の

S
y

m
p

b
s

k
i

r
l

f

先
づ
：表
れ/
a

. 

み
と
一
般

に

推

定

せ

ら

る

(
s

m
i

t
h

w

S

R

.
 o

f

a

。

”
 

a
n

d
M

y
t

l
l

o
r

a
r

t

 

X
e

n
o

p
h

o
n

.

 

}

o「

ff
i

-

i

e

r

o

」

は 

S
i

r
a
c

u
s

a

 

2

H
i

e
r

o
】

世
と
詩A

.

: 

s
i

m
a

u
i

d
e

s

 

s

の

間

^

行

は

れ

A

M 

-

た
彡
對
話
篇
に
し
て
、

.

就

中H
i

e
s

 

«

王
者
の
^

^

の 

不
自
t t
l

不
滿
足
不
刹
益
を
述
べ
、

S
i

m
o

n
i

d
e

s

は
之
に 

對
へP

其

幸

福

を

：列

擧

し

ヽ

’

K

U

王
者
は
出
來
得
る
限 

$

其
カ
仏
公
：共( 9

利
益
の
爲
に
傯
用
し
、

' 而
し
て
撰
領
：
 

域
の
繁
榮
を
增
進
す
る
♦
か

爲

は

.
努

力

す

可

き

を

勸

告

せ
 

S

も
の
-
^
女
。「

A
g

e
s

i
l

s
s

J

は

S
p

a
r

t
a

王
に
•

じ
，て
、 

X
e

n
o

p
K

o
i

v

の
友
®

る

大

A
g

s .i
a

u
s

に
對
す
る
頌
德 

の
詞
な.
b

。「
L

a
c

e
d

s
s

m
o

n
Q

:

政
填
に
就
て」

は
結
婚
並 

代
兒
意
及
：び
靑
年
の
敎
育
、

',

成

年

及

び

^

^

^

關

す

る
 

撊
親
、
典
同
食* .

、
節
酒
其
他
に
颇
す
る
：

L
.
y
c
u
r
g
.
s
:
.

 

の
法
制
を
說
き
、

「

雅
典
の
：政
道̂

就
ぎ
て」

.

は
雅
典
人' 

が
a

.

主
政
體
を
維
持
ず
る
が
、爲
に
寶
明
な
.
方
策
を
採 

れ
る
乙W

、

雅

典

杧

替

る

奴

隸

及

び

異

鄕

爲

の

狀

_

， 

雅
典
A

の
間
d

け
.4

遊
惰
廢
頹
の
風
、
彼
等
ぼ
其
司 

法
に
於
て1 £
'

義
九
6

も
寧「

ろ
自
己̂

對
す
る
刺
益
を«

 

M

し
'
一其
同̂

國
©

間
.5 ;

於
け
，る
上.

0

人
^

に
對
し 

て
'

殆
ど
何
等
の.

恩
1

を
.

與
ふ
る
乙'

と
な
く
、
其
財
產
を

沒
收
し
、
之
を
德
放
致
死
す
る
.

こ
i

其
同
®
者
が
彼 

等
•.
©

訴
m

を
狐
典̂

於
て
提
起
せ
ざ
る
を
得
‘ざ
5 :

所
以 

及
び
其
海
事
に
於
け
る
練
達
等
を
叙
說
せ

ク
o

以
^

の 

雨
論
文
は
古
人
の
間
に
於
て
S

へ
.
、
其X

e
n

o
p

h
o

n
.

が 

眞
著
允
る
こ
と
を
疑
ふ
*

-

な
き
に
非
ず
と
雖
、
其
內
容 

^
於
て
文
體
に
於
て
彼
が
其
眞
著
者
に
非
ざ
る
を
立
證 

す
可
き
も
の
#
す
る
こ
ビ
な
し
。
著
者
は

«

典
の
政
策 

に
對
1>
て

S
p

a
r

t
a

の
を
^ '

を

擇

べ

‘る

こ

^

顯
然
*

6

:。 

「

雅
典
画
の.

收
入
增
加
策
に
就&

て」

は

A
t

t
i

c
a

の
國 

土
及
.

び
其
收
入
增
加
の
可
能
性
、

.
' 

國
家
は
其
保
*

の
下 

に
居
留
す
る
異
鄕
民
の
數
を
^

加
す
.
.る
に
因.C

S

て
其
收. 

入
を
增
大
し
得
可
き
こ
^ .

、
滴
人
忆
對
す
る
恩
恵
賦
與 

P

び

賀

易©.
增

如

ょh

»

^

し
得
可
き
利
益、L

a
u

f
i

c
m

 

の
公
有
銀
坑
ょ
り
の
收
益
を
增
加
他
し
む
可
き
提
案

〜 

.

並
.

に
收
入
の
«
持
及
び
增
如
に
對
す
る
本
和
の
必
要
を 

論
じ
た
る
も
の
な
ぅ
？
本
書
は
其
內
部
の
記
事
に
徵
し 

第
百
〇
六 

o
l

y
m

p
i

a
d

 

即
ち 

p
h

.
o

d
s

A

が 

O
n

o
m

a
r

c
h

u
s

,

.

の
下
に
’
奪8

£ .
0

3 .
3

;
0 .
.

?
& :
-

%

« )

爲
に
被
ら̂

た
$

西 

•

' I
B

前
三
百
五
十
三
年
以
後
に
於
て
走
餘
の

x
e

l
i

b
p

h

o -.
n

 

'

が

手
. ^

成

る

^

の

な

る

可

し

と

想

定

せ

£

る
。

「
H

i
p

p
a

r
-

 

&
C

U
S

J
.

は
騎
兵
隊
指
撖
官
の
任
務
を
論
じ
た
る
も
の
に 

し
て
、
後
年
雜
典
騎
兵
隊
に
泰
«

せ

る

其

子G
i

y
l

l
u

s

 

を

じ

て

指

撖

官

'.の

資

：を

備

：
.へ
し

：ひ

る

が

爲

に

起

« •

■し̂
 

る

も0

^

り

と

稱

せ
6

る
0「

^

^

^

就

；き

で

」

は

馬

四
 

!0
'

取
.

®

、
.
_選

擇

及^ :
- 9

練

に.

關

ず

^
?
訓

戒

を

記

せ

る

も
 

:

の
な
か
。
著
者«

自
己
を
以
て
其« '

術
^

、關
ず
.

る
長
&

.
 

實
驗
に
基
きS

克
ぐ
這
般0

訓
言
を
與
ふ'

る
の
資
格
あ
：
. 

る
•

な
^

v 

ビ
思
惟
せ
り「

c

y

n

e

g

e

t

i

c

s

j

j

l

f e
l

^

l

f ' 

る
小
篇
化
し
て
之
に
對
す
る
讃
_

’

獵
犬
‘

の
種
類
品
質 

及
び
飼
育
訓
縦
、
並
贫
野
鬼
、
。
旗
、
；猪
及
び
其
他
の
狩 

獵
に
關
す
：る
種
々
な
'

る
：方
法
を
說
け
り
。
：
最
後
0 ,

.第
+

 

三
章
は
本
論
ビ
何
等
の
關
係
な
き
詭
辯
學
者
に
對
す
る 

雜
弱
迂
蒙
な
る
攻
擊
ょ
!1
)
-
-成
る
も
の
な
る
が
、
こ
は
あ 

そ
ら
く 

X
e

n
o

p
h

o
n

が
眞
の
作
に
非
ざ
る
可
ぐ
、
他
の

牟

二

猄
.(

1

3 $

七
P

雜

錄

.
：
-
夕

 

>〜

フ
★

シ
0
餅
著.

に.

费
? :

名_

麗

弟

十1
號

八
31



.
第

十

二

卷

0

泥
七
.5

雜
1

錄
，
グ
セ
ノ
ソ
尤
ソ0

'

馨

运

れ

れ

る

經
濟
思
想
第
i

•雛 

' 

>

パ
.
 

箇
所
に
就
き
て
も
仍
疑
問
布
す
る
が
如
し
。

然
れ
ど
も
彼
も
曾
て
は
‘ S

o
c

r
a

t
e

s

を
圓
縫
せ
る
靑
年 

の
一
人
な
纥
き
。
縱
令
■

な

る4

而

ぢ

窮

酒

的
^ ：
を
 

天
資
を
有
せ
ざ
り
し
彼
は
#

師

が

素

樑

次

る

智

，
性

が

熱
 

那
な
る
德
性
の
成
化
を
寧
ぐ
る
^〕

と
大
、に
し
て
.其
天
才 

の

J

層
明
敏
巧
級
な
る
資
質
R

ょ̂
V

て
化
せ
ら
る
 

> 乙 

と
比
較
的
鮮
少
なヶ
し

と

雄

、

是

に

_

ヴ

て

吾

人

は

彼
 

於

典

經

濟

上

の

.

思

想

に

於

：て

實

際

經

».
學

潘

の

積

極

的
 

典

味

と

S
o

c
r

a
t

e
s

の

沿

極

的

批

浏

と

の

.
問

に

逡

巡

し

つ
 

，
あ
■

る

を

舰

る

な

固

ょ

ヴ

大

體

-^
於

て

彼

の

實

際
 

的
傾
向
は
其
勢
力
次
に
し
て
、
そ

は

殊

に

彼

が

「

雜
典 

の
收
入」

に
關
す
る
論
篇
並
に
彼
於
全
然
經
濟
學
に
捧 

げ
.

た
る
一
書
を
著
し
た
：る
少
ぐ
/

匕
も
'

中
に
#

れ
る
最
初 

の
蒸̂

た
る
の
事
實
に
顯
れ
た
り
。

(

縱
令
w -c

o
n

o
m

i
c

u
s

 

は
今
日
の
意_

に
於
け

6;

經

濟

學

ゼ

諭

.じ

た

る

も

の

に 

非
ず
し
て
、
眾
に
家
败
並
l

i

M

產
管
理
の
抜
術
を
就
け 

る
に
過
ぎ
す
と
す.

る
も
、
.
.殊
に
農
業
上
•に
於
け
ん
財
富

•

生
库
の
細
后
に
百^

實
際
的
典
味
を
啓
示
し
つ
、
あ
る 

を
知
る
可
き
な
ぅ

)

。
而
し
て
幽
方
に
昤
て
偸
理
學
者
的 

氣
分
'

は
.

穸
0
1
1
0
1
1
1

0 *
-

1

^

^

^

於
妒
る.

最

初
0 :

:

諸
*
、
.並
へ 

^
M

e
m

o
r

a
b

i
l

i
a

:

-'.
''

杞
於
げ
を
が
報
く
、
苟

:̂
:

s

o
o '
r

a

t

s
 

. 

の
感
.

化
の
感
知.

せ
6

る

/
所
に
於
て
は
何
れ
も
顯
著
な 

る
も
の
あ
る
な
々
。

S
p

c
r

a
t

e
s

的

：理

想

の

鱗

烈

な

る

場
 

合
に
味
彼
は
他
の
希
臘
歡
學
蕃
( £
:
:等
じ
く
經
濟
學
を
：以
' 

て
猶
理
學s

m

同
し
、
私
經
濟
甏
以
て
.

公
經
赚
ご
奕
®

。 

せ
し
め
た.C

V。

猶

立

ぜ

る
：；「

斜

學

ミ

し

て

の

經

濟

學

の
 

理

論

は

終

に
.

希
1

に

於.

で
.

發

達

す_

る
.

こ
.

ビ

な.
'か
，
-O

N

き

。 

經

濟

阱

題

，
の

考

察

は

政

治

學

及

讲

偷

_

學

の

.
硏

究

と

同
 

1
視

せ& ,

れ

た

り

。
、
彼

等

：：の

學

說

.

は

：彼

等

が

經

濟

的

環

. 

境
: 0

比
較
的
單.

一
な3

. 6

を
反
映
せ.

る
も
の.

な̂
0
 

0

” 

d

響

0
^

及
、0

? ?
§

0

^

/

c

fな
< 5

：•

名
辭
は
，
典
の
由
來
に
於 

て
.

又
多
ぐ
其
用
掛
に
於
で
：共
2
.
.公
：經
濟
ょ
办
も
寧
み
 ̂

嚴
管
遡
に»

す
る
：
^

の
« '
’

，。’
家
f t

'及
び
公
經
濟
ば
固

れ
左
§

 

-
(
M
e
m
o
r
a
b
i
!
.
l
a

#i:
b
i
.

 

1
V
V
I
2
, 

G
E
C

o'n
o
m
i
c
u

:̂, 

x
x
「
}
。
X
e
n
o
p
l
h
o
n

は
經
濟
學
を
以
て
巧
妙
な
る
家
長
が.
 

a

ぐ
其
I
家
產(

o

l

g
ss

を
治
tf

.る
の
遒
を
敗
げ
る
.
も
の
S

 

ぅ
ど
做
し(

G
E
C
b
n
.
1

パ2
'

 

5
'

 

v
i
'
&
T

歌
舞
隊
を
指
輝 

す
る
も
、-

一
家
族
、一

都
市
又
ゆ一

.

軍
隊
を
稭
揮
.
す
a
 

も
^

し
く
其
成
功
を
見
る
が
爲
め
に.は同

.：

一
..性

質

を

必
 

要

W

す
る
も
の
な
り̂

信
じ
た
b

 (
M
e
m
.

 

I
n
。
i
v
.

 

6
)

 

Q

X
e

n
o

p
h

o
n

'

ぼ
經
濟
上
の
問
題
を
論
ず
る
.に
當
り
ヽ

：：」

1

般
の
希
臘
思
想
家
と
等
し
く

「

人」

釔
主
る
ち
、r

物」

，
 

を
從
匕
せ
b
a
.
,
.
彼
は
所
有
*
に
®:
す

る

效

用

又

ば

有

用| 

性
を
以
て
财
の
必
要
な^
性
質
^
る
.

> 」

ビ
-を
力
-說
し
た
一 

る
も
、
而
も
是
を
以
で.先
づ
外
物
£
附

隨

乜

る

客

觀

的) 

性
®
た
る
效
用
を
意
味
す
る
乙
と̂-
く
し
て
、
之
を
正 

し
く
使
用
し
得
可

き
典
所
有
者.

の
.能
力
な
b

ビ
«

•* 

^

#
導
_
,も
土
地
も
之
が
所
^
^
に
對
し
て
損
害
を
與 

ふ
’る
場
合
衮
は
其
财
た
る
も
の
に
非
ず
。
同
一‘物
&
離
.
；
'

,

m十

二

卷(

|五
七
|ー?

雜

錄

ク

セ

ノ

フ

介
.ゾ
0-

如
何

M

!:
•

使
用
す
可
き
やf c

知
.る
#

ぅ
，
て
•.は

財
 

な
れ
ざ
も
、
之
を
知
ら? -
る
者
^

對
し
て
は
，財̂-
'

非
ず
o 

(

0

8

?
 i 

7
,
9
.
)

。
物
，の
有
す
る
被.交
換
性
と
雜
.、
.,
'

買「 

手
；が
.其

用

を

解

し

、

而

し

、
て

®

手

が

.
對

價

と

し

て

收

登
 

|

し
允
る
物
を
有
利
に■使
用
す
る
に
非
ざ
れ
ば
如
何®
:
る•

| 

,物
に
對
し
て
も
攒
値̂

磷
保
す
る
ふ
と
な
し0 
"即
敉
財
.

、
は
是
に
’

て
人
於
利
益
じ
得
可
き
物
件
なb
p

,

貨
幣
； 

-'
•
.と
雕
、
；
.

之
が
用
法
を
知6

ず
.

る
者
に
敗
.

は
彼
が
雕 

の
中
に
.

算
ふ
可
き
も
の̂

非
^

a

:

茬
し
或
者
が
妾
：を
蓄 

. 

'ふ
る
狀
潘̂

萁
«,

幣
を
做
用
し
.
、
瞅
し
て
_

女
办
：癟
に‘

‘

自
：己
を
由
體
的
亿
精»

的
に
‘
，
而
し
て
又̂

^

に
於
で
. 

M

R

不
鼓
な
る
狀
態
に
體
け
り
ビ
せ
ば
、
彼
の
貨
幣
は 

全
然
彼
に
取
6
て
利
益
あ
る
も
の

.に

.

.非
ざ
る
が(

飲
な 

6
.

(

同
ロ
山
3)

。
而
し
て
啻
に
益
犮
が
财
沱
る
の
み
な 

ら
ず
、
敵
軍
の
如
き
も
之
を
利
用
し
て
利
益
を
受
く
る 

の
遨
を
知
悉
ぜ
る
者
に
對
し
て
は
財
た‘る
な
6
..

(

同 

1
4

丨1-
5
)
0
,

何
罟
人
は
.彼
が
以
上
の
所
富
じ
據6

て
幾
分 

.諸
#

に
現
i

f:
芯
經
濟
思
想
第
十一

號

—

八
七
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錄

 

^
 

V 

'
.
\

A

財

の

交

換

價

値

の
m念
を
晴
示
せ
，る
を

知

る

可

く

'

而 

し
て
之
を
以
て
需
要
供
給R
#
れ
て
變
化
す
る
も
の
な 

6
_
ビ

說

き

、

此

法

則

は

一

の

產

業

が

:(
|
:
:
生

鹿

物

の

供

給
 

•',
過
多
に
由
6
て
不
利
と
爲
り
た
る
時
は
勞
動
者
は
常
に 

此
を
去
り
t:
他
の
活
動
の
.方
面
U
轉
ず
る
傾
向
あ
る
の 

事
實
に
由
か
て
自
ら
調
避
ず
る
も
-:
.の
な
&
;
と
論
じ
た 

ぅ

。
；
而

も

彼

は

銀

を

以

て

此

法

則

に

,»
し

て

例

外

た

ら
 

し

め

た

-

CN(.Rev. 

Vi. 

5
-
r
o
o
:

X
e
h
o
p
h
o
n

ば

.一
方
に
於
て
富
をI
重

す

る
Z

と

大 

R

し
'
て

"

之

が

增

加

及

ぴ

使

用

に

關

す

る

實

際

的

法

則
 

を
推
知
せ
ん
ど
試
み
た
る
の事
實
は
殊

に
f
i
o
o
a
o
B
r 

s
s 

R

®

れ

た

る

Ischomadbus

•及
び
其
妻
の
物
語

(

同 

、v

v r
*

V
H
.
)

並
R

「

雅
典
の
收
入」

に
於
て
窺
知
す
る
を# ，
可 

し
o

.
而
も
彼
は
他
方
に
於
て
經
雜
的
富
と
精
神
的
富
ミ 

.

ゆ
間
に
區
別
を
設
け
ヽ
而
し
て
前
’
者
を
排
斥
し
て
、‘
人 

は
其
財
產
ょ
レ
も.

却
て
其
心
性
に
於
て
貧
富
の
相
邋
を
，
 

生
す
可
き
飞の
な
^
.を
說
け

p (s
y
n
i
p
o
s
i
^
m

<•
.
-ぶ
；)

o

彼
は
時
に
經
濟
上
の
富

(

/

c

r

T

と
を
以
て
純
然
た
る
主 

觀
的
總
念
ど
«

じ
總
て
人
の
安
寧
に
取
り
て
有
利
な
る 

物

ゼ

做

し
I

H

t

T

^

利
な
.

る
物
m

マ

J
^

或
人
が.

其
使
. 

用
の
遨
を
知
れ
る
有
ゆ
る
物
な
い
と
定
義
し

(
C

E
C

O
n

.

' 

. 

v
L

 

4
.

)

或
は
之
を
以v

' m

が

る

比

較

的

の

泰

た

&
し 

め
、
必
耍
以
上.

に
出
で
左
る
財
の
除
_

な
&

€

犮
し
、

| 

S
c

e
r

a
t

e
s

:

f e

し
て 

C
r
i
t
o

 

の
子
？:
る
富
人

0
&

。
? -
|
£ .
.

.

が
資
產
增
加
の
遨
を
_

へ(

る
.

に

答

，へ
て
、
彼
自
&
は
富

■

編

 

_

I I
i l

|

事
を
行
ふ
君
主
を
以
て

D
e

m
o

s

中
に
數
へ
、
有
ず
る 

、
俩
.

き
も
其
管
理
の
巧
妙
な
る
#

«

之
を̂

者
^ -

に
刺 

せ
ざ
る
可
ら
_
t
€ 

稱
し(

M
e

m
;
I
V
.

 

!
!

•

4

|
^ :

レ
、5 5

:̂ 

詭

辯

者A
n

i
i

p
l

i
o

と
の
對
詰
ば
於
て
自
3

の
淸
貧
む
質. 

素
亡
を
辯
議
し

V
、

汝
は
幸
福
を
以
て
奢
侈
と
放
¥

 

に
存
す
る
名
の
ビ
思
惟
す
‘

る
が
如
し
、
而
も
余
ば
可
%

 

を
も
欲
求
せ
ざ
る
は
神
々
代
推
办
し
む
可
&

こ
と
に
し

て
、
而
し
て
出
來
得
る
限
b

欲
求
す
る
所
を
尠
か
ら
し 

む
る
は
最7P

神
々
に
接
近
せ
し
む
る
も
の
な
.C

S、

神
性 

« '

至
善
な
り
、
而
し
て
神
々
に
最
も
近
か
ら
し
む
る
は 

即
ち
至« -

に
M

i

近
か
ら
し
む̂

所
.

以

な
!)
'

と

呌

ば

し
 

め

(

同
.L

v
i

.

 

'1
-
1
0)
、

或
は 

H
i

e
r

o
.

^ ):

ロ
を
藉̂

v

て
王 

潘
は
私.

人
に
比'

じ
て
富
を
有
す.

る
こA

J
*

な
.
る
%
其
富 

^

對
し
て
恍
樂
を
有
す
る
乙
ミ
少
き
を
欺
せ
し
め
た

b

 

(
H

f
l

 

i

vv'
-

.

^

I

O

O。
富
に
猜
す
る_

惡
若
じ.

ぐ

樣

冷

谈I 

'な
み
*

度
ば
文
所
謂
糈
_
的
當
及
び
睿
智
に
對
ず
る
其 

此
響
に
於
ゼ
之
を
窺
ふ
可
ぐ
、斯

ぐ
T

齡
儒
學
派
の
0 

唱
* ;

, A
n

t
i

s
&

n
e

s

を
し
_て
o

f e
i

a

s

が
貧

0'
誇
に
次
ぎ 

:

て
！I

の
謙
を
演
.

V

 

し
め
’(
S

y
3

.

p i
'

o o
v

i

v

:
 

3
4

-
4

4
0

 

.或 

|

.

ば
M

S

0

C
亦
家
鉍
し
，て
金
銀
ぼ
人
を
改
善
せ
し
む
る

.

こ
€
 

能

は

：ざ

各
I

喪
賢
.

の
思
想
：
^

#

ゼ
以
：で
其
所
有
者
：を

富

. 

i

L '

む
可
し
ホ
办m

を
作̂

,

し
め
.(

M
e

m
。

：I
< ;
. 

i
i
.

P)

力 

成
は
.
‘ I
s

c
h

o
m

a
c

h
u

s

を
し
て
諸
神
に
對
す
る
豐
當
な
る 

献
納
、"

窮
迫
せ
み
友
人
杞
對
す
名
援
助
並
’に
財
帑
缺
乏 の

爲
忙
都
市
を
し
て
莫
美
を
失
は
し
'め
ざ
る
の
注
意
を 

行
•

ふ
.

の
快
樂
を
述
.ベ
て
富
潜
の
責
任
を
脚
な
ら
し
め
た 

ぅ(
G
E
C
O
n
.

 

X
1
V
9
0
O

 

而
も
彼
は
0

VJ
2

S
 

の 
ロ
^'
藉 
b

 

セ
_
巖
密
：に
1£
.

_

^

尊
簞
し
1:

最
も
多
く
を
獾
得
1>
>
而 

|

 

3

七
最
良
の
方
法
を
以
：で
最
も
务
く
を
便
用
^

る

繁
. 

以
て
最
も
幸
福
な
る
人*;
&

と
_

せ
&

 

(
c
y
'
r
o
p̂
d
i
k

 

V
H
I
.

 

i
i
.

 

2
3
.
)
o

四
‘
'.
:.
,

'■
: 

. 

n 

八
へx

e
l

h
c

^

が
.農

桊

に

：

關

.ず

忽

明

敏

尊

る

^

！
^

び

採
掘
並
碎
商
王
業 

0 ;

獎
_

 

P

依
b

T

其

收

入

を

增

可I

 j

 

&

0

§
 

忙
-

吿
ぜ
る
は
彼
が
決
じ
v

i

^

l

^

i

it f
p

s

 

關
心
な
ら
ざ
々
し
を
示
す
％

の
な

.

彼

は

，時

^

最

 

せ
戰
爭̂;

を
以
1 :
.

最
も
尊
重
ず̂

ぐ
且̂

必
須̂
.

る
_

 

I
 

務

な

觀

た

る

も(C
E

C
P

n
.

 

i
v
.

 

4
,
v

 

M
e

m
v

,
,

I
L

 

i
v

6
-

}

而
も
彼
が
營
，利
：の
有
ゆ
る
手
段
に
對
し
て
熾
烈
な
る
興 

味
^
有
し
た
る.

こ
■と
明
なb

^ s
C

E

e

o

u

.
 F 

16
,

 

m
.

 

0

穴
九

.命

十U
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卷

(

し
'班
七
31
} 
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X

 

ノ
ブ
* 

X

0

M

著1
1

现
れ
れ
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經

濟

思

想

;
羊

一

號
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七
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_

錄
： 

w

 2
'

 

R
e

v
.

-:
2 
こ 

i
v
e

 

A
f

b
,

P
O

I

へ
 

i

n

6

.

oI
S

 

し 

T ;
彼
は
産
業
上
.，の
繁
榮
と
成
功
$
が
國
家
を
し
て
页
に 

平
靜
に
s l
R

井
然
な
ら
レ
む
る
最
良
の
手
段
た
る
を
信 

じ

：た
り(

R
m

v
/

I
V

.

r;)

«o

彼
ぬ
又
自
然
的
資
源
又
は
土 

• »

を

以

て

生

產

の

第

一

恶

素

と

看

做

し
<
♦
. 2

.

 

R
e

v
'

i

 

2
0、

次
で
勞
働
のIf
f

®
な
る
を
認
め(

伺
? : 

1
1」

1
5ン

6
)

た
り
。
彼

がM
e

m
o

r
a

b
i

l
i

'
a

中
に
*

せ
，た 

る
犬
ビ
羊
の
物
語
は
其
生
產
機
關
に
關
す
る
智
識
並
に 

M

主
對
勞
働

激
間
の
本
來
，の
關
係
に
對
し
幾
分
の

洞

察
 

を
有
せ
る
を1®
t

-
る
も
の
なb

。
即

ち
：
.

A
r

i
s

t
a

r
c

h
u

s

 

-

曾

てSocrates'

の
.

忠
吿
ね
基
き
て
彼
を
圍
徺
せ
る
其

#

 

數
の
婶
娘
女
齡
及
び
從
妹
等
の
爲
に
資
本
を
貸
入
れ
て 

機
業
を
開
始
し
フW

て
其
窮
迫
を
免
れ-

て
ょ
彡
ヽ
»
入
等 

が
彼
を
以
て
安
逸
に
し
て
麪
包
を
贫
す
る
家
内
唯
一
の 

人
な̂

し

て

非

離

す

る

を

聽

く

に

及

び

，
、
，

S
o

c
r

a
t

e
s

_

破
_

?

日
ぐ
i

だ

馨
,

S

■

道

有
-
し
た
‘

時
”

羊
其
主
レ-

言
ひ
て
日
ぐ
、
免
は
汝
ド
土

0

,
.

地
，よ.
9

、
得

る

所

の

物

を

除

き

羊

，

羊

及

、
び

乾

酪

を

汝
 

に
與
ふ
る
我
等
に
何
物
を
も
與
ぺ
す
、
.
而
も
汝
に
對
し 

て
何
等
斯
く
の'

如
き
利
得
を
齎
す乙W

な
，
§

犬

に

對

し
 

て
'

没
は
汝
自
ら
食
す
る
.

食
物
の
分
前
を
與
ふ
る
の
不
M

 

一
戰
な
る
、行
爲
を
爲
す
も
の
な

$

尽

。
，
，
犬

之

を

聽

き

て

日

- 

く
、.

余
は
理
由
な
く
し
て
之
を
受
く
る
者
に
非
ず
、
何

• 

v
j

な
れ
ば
余
は
汝||1
-

身
.5 :

咚
保
護
す
る.

も
の
な
り、
,
 

が
.

人
、の
爲
に
盜
ま
れ
1 !

、
：
狼̂

4 '

奪
は
れ
ざ‘
る
‘は
全
く 

余
在
る
が
故
な
り
、
佘
に
.し
で
汝
を
識
ら
ざ
れ
ば
汝
は 

|

戰

r々

々
ヾ

」

，
. L
t :

食
を
求
む
るC

W

す
ら
能
は
ざ
る
可 

| 

し̂

々
と(

同
.I

I
.

 

v
i
i
.

 

1
2

-
1
4.)。 

i 

4

彼
«

又
農
業
を
以
で
爾
餘
め
揉
術
に
.

取
-c

v
V

其
母̂

.

り
保
»

た
5 '
可
§ ;
1

办
な
$

ど

斷

言

せ

办

、
い
'
即

ち

隱

業
 

繁
盛
な
る
時
は
有
ゆ
，る
爾
餘
の
職
業
は
精
氣
.充
滿
す
令 

i

而
も
土
地
於
荒
廢
の
'

狀
態
に
存
せ
，ぎ5 :
-

? :
:

得

^
る 

.

時
は
、
爾
餘
の
業
務
は
餘
.

陸
共
に
殆' ^

停
_

止
.

せ
ら
る
、

な
$ 

(G
E
-
c
o
n
'v
. 

T
7
,'}

。

而

，
し

て「

方

に

於

で

農

業
f
e

v

*f
c

>

フ
贪
ン
€>
_

著
に
現
れ
れ
る
轆
濟
思.想
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第
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號

以
.

て
最̂
>

尊
重
す
可
き
業
務
な
ぅ
と
看
做
し
、
‘.是
を.以 

で
戰
维
と
共
に
有
ゆ
る
他
の
職
業
の
上
に
®

か
る
.可
き 

權
利
を
分
有
す
る
も
の
な̂
 W

說
け
、る(

G
E
C
O
n
.

 

i
v
.

卜
，
 

M

e

B'
'
: 

p
 
.r
 

6
.) 

■

彼
は
、
他
ガ
R

於
て
一
國
收
入
の*
 

持
及
び
增
加
並
に
其
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す
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あ
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な
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產
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ぁ
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て
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及
び
邋
拢
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對
す
る
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練
習
た
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■

心
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訓
練
に
對
す
る
最a

の
學
擊
f2

か
、 

而
し
七
人
類
同
胞
に»
1

%

厚
情
^

諧
臟
：に»

す
.
る
信
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猶
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濟
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潤
0

_

^

樂
ば
1 1
^

榮
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鐵
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な
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る

可
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總
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す
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勞
働
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地
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取̂
V

T

蔌 

分
な
る
可
ぎ
や
を
知
る
を
得
可
く
、
へ
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.

て

彼

等

，
は

必
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要
以
上
を
其
耕
地
に
送
る
'

を
以V

損
害
お
思
料
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を
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b

o

ヾ
而
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は
儺
每
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V
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般
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則
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銀
の
谈
掘
業
に
於
で
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總
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人
は
.
常

に
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勞

働

者

を

欲
 

求
し
つ
、
あ
り
と稱

せ
ら
る
。
有
ゆ
る
他
の
產
業
に
在 

6
て
は
其
生
産
物
が
低
廉
ビ
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た
る
時
は
、
之
に
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事
せ
る
勞
働
者
は
常
に
他
に
轉
す
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ぁ
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銘

'

ら
ず
、
銀
坑
に.
於
て
は
銀
鑛
の
發
掘
せ
ら
る
、
こ
と
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*

多
く
、
前
し
て
愈
多£1
:

の
鈒
の
抽
出
せ
ら
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に
從
ひ- 

採
鑛
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從
事
す
る
潘
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數
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愈
大
ミ
爲
る
な
办
0

,.旣
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家
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'

用
^

取
ト
て
十
分«

る
.

家
具
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取
得
：せ
：る
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敢
て
其
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上
を
購
求
せ
ん
と
す
る
こ
$

な

が

.
る

可

| 

き

も

、M

名

未

だ

何

人

も

銀

，
の

增
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を
希
望
：せ
ざ
る
迄
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純
其
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，所
有
也
る
若
な
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、
而
し
て
若
し
過
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の
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有
し
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ん
に
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等
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貯
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す
る
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由
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て
之
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使
用
す
る
に
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：る
滿
足
を
感
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な
レ

ビ(
R
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.
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學
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し
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し
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:

勞
働
及
び
經
濟
生
活
に
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し
て
好
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^

肴

し

、
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而
：
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し

，て

勞- #

が

天

然
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f t
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と

等

し

く

生

產
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■

な

る 

駆

素

ね

る

を

カ

說
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b

p

v

彼

は.
：
：

S
o

c
r

a
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へ
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を

對

巖

し

、
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‘
前

者

を

以

て

求

む

る
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と

な
 

く
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で
其
所
要
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の
に
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す̂-
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の
と
1
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し
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.

ク
セ
ノ
フ
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前
教
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現

れ
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濟

思

想

婼
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號

力

者
を
以
て
修
練

V
J

硏
究
と
に
依-C

V

て
善
く
或
物
を
成
就 

す
る
に
在
ぅ
と
認
め
、
而
し
て
烺
ネ
善
良
に
し
て
敁
免 

»

神

：の

薇

遇

を

受

ぐ

i

と

大«

各

者

は

農

業

^

茌

ダ
 

て
は
.

其̂

業
上
0

_

責
.

を
克
く
遂
行
す
る
者
、
櫞
術
^

 

於
て
は
：其
檄
藥
上
の
®

*

を
克
^
^
遂
行
する
#

、
而
し 

で
政
務
に
於
て
は
其
公
の
職
責
を
克
く
遂
行
す
る
潘
な 

P

、
而
も
何
事
を
も
能
せ
ざ
る
者
は
如
何
な
る

0

的
の 

爲
に
も
有
用
な
る
も
の
^

非
ヤ
、
又
諸
神
に1

&
.
て
猶 

受
せ
G

る
.

、
も
0 ;
^

非
.

ず
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說
け
ー
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稱
す
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'
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被
歷
伐
事
に
從
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し
つ 

>

あ
K

し

；

E
u

t
i

I
e

r
u

s
,

R

向
：つ
て
其
現
在
の
„

が
者
年
に
M
せ
ざ
る
が
故
：に 

> 他
忙.1

一
層
適
當
な
る
業 

務
を
求
む
可
き
K
說
ぎ
、
當
者
0*
用
人
た
を
碟
含
を
1
: 

め

？

彼

の

事

業

を

管

裡

し

ク

彼

0'
縣

實

ゼ

收

办

？
：
彼

め
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財

産
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：維

持
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を

胁

け

て

、
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彼

を

利

'觉

し
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一
而
し
て 

彼

に

ょ

b

て

又

利

益

せ

ら
る
可

き
を
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慂
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し

て 

K
u

t
h

e
r
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が
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主
人
に
對
す
ん
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屬
を
嫌
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す
る
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'

1.
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す
る
.
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當-
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$
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廷

農
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說
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日
く
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國
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を
支
配
し
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公
務
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管
徵
す
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と
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^

.

何
れ
：が
其
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任
祀
對
龙
名
奴
隸
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ざ

ら

ん

ゃ

、
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而

し

：て

汝

妨

引

受
 

け
得
可
き
任
務
を
引
受
け
、
汝
が
成
就
し
得
ざ
る
も
の 

を
拒
絕
し
、
苟
も
钕
が
身
に
引
受
け
ぬ
る
も
の
は
之
を 

.

最
螯
の
方
法
に
於
ャ
最
大
な
る
熱
心
を
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遂
行
せ
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か
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汝
は
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疑
懼
せ
る
叱
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蒙
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最
も
尠
く
、
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窮
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は
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最
％
容
易
に
後
助
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得
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自
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；
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憐
れ
な
，る
者
ょ、
.
.
. 

難
g

を
恐
れ
で
易
き
を
欲
す
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を
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し
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作
は
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怠
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に
礙
れ
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を
說
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に
從
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る
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を
し 

て

1

餍
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且
つ
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な
ら
し
め"
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層
の
幸
福
を
致
，
 

し
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而

し

て
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活
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す
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た
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示
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菩
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^
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損
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^

^
:

！

^
2
r

g

&

:

が
商
工*

に̂
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械
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す
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.
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.
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セ
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無
な
ら
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む
る
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な
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倣
せ
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ャ7
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O
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匠
は
又
典
友
人
若
し
く
は
國
家
の
利
益
の 

爲
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秦
仕
す
可
き
餘
暇%

有
せ
す
、
而
し
'て
武
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的
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市
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か
之
に
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す
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を
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加

之

、
工
匠
は
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何
な
る
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的
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せ
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，
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.
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彼
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倚

工
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務
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市

民
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の
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潘
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:
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に

遂

行

せ

益
4

4

の

範

圍

內

に

於

て

，
其

無

限

の

發

達

釔
 

許

容.

漱

ん̂

せ
^
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の

な

る

こ

ー

と

を

知

る

可
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際

的

效

る
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的

悬
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ぅ
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勞
の
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に
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達
せ
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彼
は
分
勞
を
以
て
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侯
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食

遼
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料
S

他
に
比
し5

風
味
勝
れ
る
の
理
由 

な

这

做

1
、.
而
与
小
都
市
に
於
て
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し
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:職

業
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依
4

て
衣
食
せ
し
处
る
に
延
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&
充
分
な 

る
s
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J

る
が
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ね
、
分
勞
は
完
全
に
行
は
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^

こ
ゼ
泫
し
' ^

寧
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都
市
‘に
於
て
は
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费
潘
多
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諸
蕾
に
视
れ
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:
る

馨

思

P

笫
十
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鵰

る

が
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に
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一

技

術

は

进

に
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に

分

割

せ
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れ
行
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な 

り
°

斯
ぐ
て
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き
範
& 1

內
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勞
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み
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亊
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ぐ
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仕
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を
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；
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*
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#
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幸
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な
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例
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^
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| 1
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:
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造.
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縫
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方
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齡
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&
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述
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又
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.
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.
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.
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を
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.
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又
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又
金
融
業
者
の
融
通
資
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ら
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享
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^

^
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P
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對
し
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來
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產
R

供
せ
ら
る
、
物

件
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び

刺

子
 

又
拉
所
得
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資
本
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意
義
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す
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な
办
と
す
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な
る
文
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資
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一
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至
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附
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の
意
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用
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ふ
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一
斯
く
て
貨
幣
資
本
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意
義
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有
す
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ビ
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爲
れ
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-
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n
o
p
h
o
n

は
雅
典
办
收
入
を
增
加
す
石
が
爲
に
國
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家
^

業
と
し
て
奴
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Q
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貸
出
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ふ
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&
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勸
說
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ぐ
、

N
i
c
e
r
a
t
u
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め
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N
i
c
i
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s

 

は
龈
搞
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於
.て

倔
用
せ
ら
る
、「

.

：
千

人.

の
奴
隸
を
有
す
、
而
乙
て
彼
尬 

| 

.
1

人
忙
就
き
總
て
の
费
用
を
餘
き
、

|

日
，j

 

o
c r
. a
G

5

:

の.

\

約
柬
忙
て
之
を.T

h
r
a
c
e

人
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o

c
.r
W

U

貸
出
す
。
同
じ 

ぐ

H
i
p
p
o
n
i
c
u
s

も
亦
词
一
率
を
以
て
六
；
1-
1

人
：の
奴
隸 
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を
貸
出
し
、一

日
一〖

m
l
n
a
:

の
純
肷
入
を#
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：？̂
1

€
-5

丨 

o
i
r
i
d
e
s

は
三
百
を
滑
し
:日
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半
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a

を
得
。
今
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家
.
が
是
等
市
民
，の
例
に
倣
ひ
て

一

千
ニ
西
の
奴
隸
を
滕

雜

十

，
一

I

继_ 

(

一
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ク
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フ
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ブ
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言
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玄
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濟

思
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ノ
フ
女
ソ
の
游
着
に
現
れ
ね
芯
經
濟
思
想
第
十

一

號 

九
六
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入
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す
る
時
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あ
そ
らX

五

年

乃

至

六

年

の

間

に

六

千

人

(
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E
C
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.
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4
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、
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將
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. 
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を

降

参

る

の

數■

せ

し

む

可

き

充

分

な

る

收

入

を

ぐ

、
公

4 ^

な
る
賞
罰.

の

制

度

に

管

て

之

を

激

g

し
、

- 

.

生
す
可
し
。
此
為
千
人
|

人
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1

日
總
|

經

費

塞
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善

客
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致
す
に
f

し
め
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し 

一、O
b
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l
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s
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貨
银
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錄
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六

駄

け

ヶ

爾

？
1
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|

づ

10
し

て
S
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十

の

收

入

を

與

ふ

る

に

至

る

可

し

計

算
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|

主
婦
は
女
中
頭
の
遺
擇
に
‘

戒
心
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可
ぐ
？
奴
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*
せ 

I

年
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六
- +

日
1
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湯
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し
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猶
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せ
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檐
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植
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述
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濟
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猶
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取
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狀
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^
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る
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な
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菊
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た
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せ
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な
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す
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叉
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落
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應
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3
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彼
水
龈
の
產
出
增
加
は
其
惯 

値
.
を
減
少
せ
し
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る
乙
と
無
る
可
く
、
而
し
て
を
は
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幣
ビ
し
て
禮
用
せ
も
る
、
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中
巌
も
惯
値
の
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動
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き
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な
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‘
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の
必
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R
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す
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彼
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又
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價

値
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安
固
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费
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R
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せ
る
.
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ぐ
見
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を
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可
き
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i
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5
-
?
)
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/

然
れ
ど
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>
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は
其
定
量
の
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に
由
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し
ぐ
價
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.

之
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對
す
る
銀
の
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格
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な 
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む
る
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む
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e
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i
v
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I
P
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、

又
他
の
貨
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が
其
供
給
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に
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b

v

價
値
を
失
墜
す
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等
し
く 

(

同
5

)
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銀
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し
て
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宛
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ら
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«

要
«-

供
給
匕
共
に
. 

潘
加
す
可
きを

！！

め
た̂

V

 

(

同

i
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而
も
上
述
せ.
る
' 

が
如V

彼
が
：金
銀
比■

の
關
係
.に
就
き
て
言
へる

.

所
に 

激
き
て
考
ふ
る
に
激
分
定
量
說
を
諒
解
せ
る
の
觀
な
き 

に
非
ず(

项
.
1
0
.

)

.

？
彼
が
他
の
希
臘
哲
學
蓊R

比
し
て
-

遙
に
貴
金
_规

、
，
殊

に

鈒

に

對

し

て

.
好

威

を

有

し

た

る

の

一
事
は
何
人
も
疑
は
ざ
る
所
な
る
可
し
マ
し
雖
バ
同

^ *

，
#

R 7-9J 

?)

、
而

も

他

方

に

於

て

の

立

法

潘

於
其
獲
得
及
び
嫌
用
を
侧
限
せ
る
こ
と
を
傳
へ
た

，
>
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X
e
n

-Gp
h
o
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は

，國

際

間

に

於

：け

'

る
，交
易
の
基
礎
た
る 

天
產
物
の
相
異
及
び
分
業
を
認
：め
^:
る
も
.{Ath. P

O
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•-
H
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2
W、^
も
遂
^
交
易
の
理
論‘を
表
明
す
る
こ̂
 

^
t
.
4
.
然
れ
ど
も
彼
は
交
易
の
增
加
ょ
6
期
待
し 

得
可
ぎ
利
益.を
說
吾(Rev. 

〗iio

ヽ
愈
多
數
人
民
が
雅
身 

を
來
訪
し
、
此
處
ね
：定
住
す
る
時
は
愈
多
量
の
商
貨
が 

輸
入
輸
出
販
賣
せ
ら
れ
：、
.
.而
し
て
淼
多
額
の
利
益
を» 

保
し
>
愈
#
額
.
0賓
.顿
5:
收
受
す
る
に
：至
る
可
き
を
鐵 

じ

：
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0ヽ
斯
ぐ
て
彼
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祺
和
的3 

係
の
必
耍
を
生
張
せ
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iii. 

4
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o彼
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單
に
商
業
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.達
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以
T
物
質
，的
利
益
を
指
示
す
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み
み
ら
ず
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等
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く
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會
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政
治
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益
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张
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國
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繁
盛
を
來
し
、
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R
は
其
生
活
の
安
易
を
得
、
富
者
は 

戰

要

の

負

擔

を

免

れ

、

冷

く

國

民

の

幸

福

を

增

加

し
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.
： 

斯
く
て
國
內
に
於
け
る
革
命
の
危
臉
を
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せ
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が
故
な
力
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、
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を
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，
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潜
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就
十
、
彼
は
贸
易i

び
船
主
を
し
て
其
國
內
に
輸
致 

す
る
‘

貴
常
*

る
商
貨
及
び
，船
舶
を
墦
加
せ
し
む
る
が
爲
、 

に
，、
之
に
一
足
の
保
謙
響
應
を
與
ふ
可
き
を
主
張
、せ

と 

而
も
彼
は
這
般
の
恩
患
を
似
て
獨

6

*

典
の
船
舶
に
限■ 

&

し
、
. X

は
輸
入
贸
易
を
制
限
せ
ん
^
>
す
る
の
意
思
を 

有
せ
l

b
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却

：
て

彼

は

蓊

侈
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止
及
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國
庫
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目
的
1

以

て

課

せ

ら
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た
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兩

潘
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し
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又
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.
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常
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會
主
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ら
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彼
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1
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生
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に
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け
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的
傾
向
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な
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.
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は「

政
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統
治
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S

其
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質
を
等
し
ぅ
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^
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!
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び
近
代
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會
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し
<
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濟
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會
的
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に

現
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經

濟
i

眾
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诚

53,

大
視
せ
る
こ
と
、
彼
が

「

雅
典
の
收
入」

中
に
表
明
せ
る 

f i
f

t f
ff
i

の

實

行

可

能

な

る

を

襄

も

疑

ふ

こ

と

な

'か

ら

し 

に
徵
し
T

明

か.
f

可
し
.

。
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而
も
■

彼
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が
產
«

の
«

會
化
' 

に
關
す
る
近
代
的
學
說
を
主
張
ず
る
に
當
，

C
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，
偸
a
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又
'

は
政
治
的
見
：地
ょ
々
せ
^

し
て
之
を
經
濟
的
理
由
.に 

求
め
た
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、
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が
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p
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を
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饱
し
て
近
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會
主
義
潘
に
镇
办
つ
、
あ
る
を
思
は
し 

む
る
も
の
あ
る
な
，
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同
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然
れ
ど
も
是
に
對
ず
る#

の

經

濟

的

論

據
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毫

も

庶
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の
幸
福
ビ
交
涉
有
る
に
非
ず
。
怀
ビ
な
れ
ば
彼
の
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案
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に

從

へ

ば

、

庶

民

は

悉

く

奴

隸

た

る

可

き

.運

命

を

有
 

す

る

も

の

に

し

て

、
，
固

|

彼
等
に
十
分
な
る
政
治
上

• 

の
諸
舰
^
を
與
ふ
る
こ
と
を
拒
み
て
、
雅
典
の
sf
c

s

な 

る

民

主

主

義

に

反

對

し
S

ヽ
貧
窮
な
る
市
民 

及
び
外
人
と
雖
、
之
を
鑛
坑
に
使
役
せ
ん
と
せ
ず
、
却 

て
.
所
J
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民
一
人
に
對
し
三
人
の
割
合
を
以
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奴
鍊
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公
有
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、
以
r
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l

家
の
收
入
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擧
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可
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張
せ
る
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け
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營
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し
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.鑛
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而
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も

私

人

：
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」
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營

に

馬

せ
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、鑛
坑
附
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す
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し
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賃
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せ
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き
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有
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4
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等
は
»
て
其
計
鸯
に
«
す
冬 
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富
者
味
這
般
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_
に
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し
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出
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せ
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る
を
得
ぎ
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利
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而
し
て
鑛
業
に
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け
る
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人
企
業
，の
危
險 
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除
去
す
：る
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爲

に
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を

組

織

せ

も

む
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而
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社
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益
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な
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な
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滿
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榮
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反
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な
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嫌
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茧
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